
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
と
、
固
有
の
自
然
風
景
を
観み

て
感
動
す
る
、
動
植
物
に
出
合
い
感
動

し
て
観
察
す
る
、
な
ど
の
観
光
を
連
想
す
る
の
で
は
な
い
か
。
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
生
態
系

の
維
持
を
支
え
る
土
台
で
あ
る
ジ
オ
を
地
学
的
・
地
理
的
な
側
面
か
ら
、
生
態
学
的
な
側
面
か
ら

人
間
生
活
と
の
関
係
性
に
お
け
る
観
光
・
旅
行
を
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
『
ジ
オ
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
』（
深
見
聡
著
、
古
今
書
院
）
で
は
、
観
光
対
象
で
あ
る
ジ
オ
サ
イ
ト
を

観
光
資
本
と
し
て
ツ
ア
ー
と
し
て
企
画
し
て
来
訪
者
に
提
供
す
る
の
は
地
域
の
住
民
が
主
体
で
あ

る
と
主
張
す
る
。
観
光
研
究
者
に
は
ジ
オ
サ
イ
ト
の
定
義
に
立
脚
し
て
観
光
研
究
の
見
地
か
ら
特

徴
あ
る
観
光
形
態
に
発
展
さ
せ
る
責
務
が
あ
ろ
う
と
い
う
。
エ
コ
ツ
ア
ー
で
多
く
の
人
が
域
外
か

ら
来
訪
す
る
の
は
地
域
活
性
化
に
は
プ

ラ
ス
に
な
る
も
の
の
、
住
民
の
快
適
な

暮
ら
し
と
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
べ
き
か

を
事
例
調
査
の
分
析
か
ら
ひ
も
と
い
て

い
る
。
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
は
異
な
る
が
、「
自
然
」と「
人
間
生
活
」

の
持
続
が
大
前
提
で
あ
る
と
い
う
筆
者

の
考
え
を
共
有
し
た
い
。         （
片
桐
）

「
若
者
の
海
外
旅
行
離
れ
」
現
象
に
関
連
す
る
若
者
論
の
多
く
が
世
代
論
の
よ
う
な
社
会
学
を

ベ
ー
ス
と
す
る
考
察
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
書
『「
若
者
の
海
外
旅
行
離
れ
」
を
読
み
解
く 

―
観
光

行
動
論
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』（
中
村
哲
・
西
村
幸
子
・
髙
井
典
子
著
、
法
律
文
化
社
）
は
、
観
光

す
る
人
び
と
の
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
や
行
動
そ
の
も
の
を
観
察
し
、
そ
の
仕
組
み
や
意
味
を
明
ら

か
に
す
る
「
観
光
行
動
論
」
か
ら
解
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
同
時
に
、
従
来
の
観
光
行
動
研

究
に
抜
け
落
ち
て
い
た
「
な
ぜ
旅
行
し
な
い
の
か
」「
旅
行
し
な
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
」

を
問
題
と
し
て
捉
え
、「
若
者
の
海
外
旅
行
離
れ
」
と
い
う
特
定
の
現
象
の
解
明
に
と
ど
ま
ら
ず
、

観
光
行
動
論
の
理
論
構
築
を
も
視
野
に
入
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
最
終
章
で
分
析
に
基
づ
い

た
問
題
解
決
へ
の
打
開
策
を
提
案
す
る

こ
と
で
、
よ
り
実
践
的
な
研
究
発
表
と

な
っ
て
い
る
。

「
池
に
小
石
を
投
げ
込
ん
で
水
面
に

波
紋
を
描
く
よ
う
な
研
究
に
し
た
い
」

と
い
う
研
究
者
た
ち
の
思
い
が
積
み
重

ね
ら
れ
た
研
究
図
書
で
あ
る
。  （
大
隅
）
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　ワシントンD.C.に出張する機会があり、宿泊したホテルのすぐ
近くに「ナショナルジオグラフィック協会（National Geographic 
Society）」があった。我が旅の図書館では「ナショナルジオグラ
フィック」誌を定期購読し、見事な写真に圧倒される単行本も多
数所蔵しているが、その“ナショジオ”の本家だ。
　ミュージアムがあると分かったが入り口を間違え、「NG Library 
＆ Archives」にたどり着いた。「the Public by appointment」
とあるがドアが開いていたので、日本から来たのだが……と頼
んでみたら職員の女性が親切に対応してくれた。
　こぢんまりしたパブリックスペースには同協会の出版物、中でも
1888年創刊の同誌バックナンバーを全て手に取って読むことが
できる。また一角には世界各国へのガイドブックが並んでいる。
　ガラス越しに見える広い書棚スペースはNGSスタッフ専用の

研究資料室だった。1200人いるというスタッフによって、雑誌の
編集はもちろん、映像番組の制作、探検プロジェクトの支援事
業など同協会のミッションに沿ったさまざまな活動の企画がここ
から生まれ、ここに記録され、また新たな別のプロジェクトを支え
ていくのだ！
　静かな図書館空間に時空を超えた熱気を感じた。 （久保田）

旅の図書館 掲示板

館 長 の つ ぶ や き

観光文化225号 April 2015

移転・リニューアル開館に向けて（一時閉館のお知らせ）
図書館からのおしらせ

　「旅の図書館」は、1978年（昭和53年）の開館以来、一般の
方から観光の研究者・実務者まで幅広い皆様にご利用いた
だいてまいりました。このたび、移転準備のため、本年9月30
日（水）をもちまして一時閉館させていただくこととなりました。
2016年（平成28年）夏頃、観光研究の専門図書館としての機

能をさらに充実させてリニューアル開館する予定です。詳細に
つきましては、当財団ホームページなどで改めてご案内をさせ
ていただきます。
　ご利用者皆様には大変ご不便、ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

➡ナショナルジオグラフィック
協会建物概観

⬇ライブラリー内部の様子
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